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７月・８月の主な活動の様子 

７月１４日(金)の第３回は、人権同和教育啓発課の平松 美由
紀さんが講師となり『フエルトで小物入れづくり』教室を開催しまし
た。器用な方が多く、時間がたつにつれて会話や笑い声も増えて
とても楽しい教室になりました。ご参加くださった方、ありがとうござ
いました。 
９月 ８日(金)の第４回は、『絵手紙づくり』教室を開催します。 
ぜひご参加ください。 

 

～９月・１０月の行事予定～ 
 

 

 
             

                                    

 

 

今年度からの新しく始まった「センターチャレンジ教室」

【前期(温泉学)全３回】の第３回は、別府史談会副会長の

恒松 栖(すみか)さんを講師にお迎えして、「温泉と産業」

と題して別府の自然、観光業、地域産業を丁寧かつ詳しく

教えていただきました。今回で【前期(温泉学)全３回】は、

終了となります。ご参加くださった方、本当にありがとうござ

いました。 

【後期(ペン習字)全３回】の第１回は、９月２５日(月)に

開催します。ぜひご参加ください 

平成２９年度 第３回 じんけんふれあい教室 

 

平成２９年度 第３回センターチャレンジ教室 

 

★「春木っ子」学習室 ★ 
  １５：１０～１６：３０      

    ９月 ６日・１３日・２０日・２７日 

１０月 ４日・１１日・１８日・２５日 
 

★ 人権ミニ講座 ★  

9 月２1 日（木）１０：００～１１：３０ 

「別府的ヶ浜焼き打ち事件」  

大畑 貞治さん（元中学校教諭） 

１０月 ５日（木）１０：００～１１：３０                     
 「同和問題」（仮題）   

竹内 義昭さん 

（臼杵市人権同和問題啓発講師団）           

★ じんけんふれあい教室 ★ 
   9 月 ８日（金）１０：００～１２：００  

   「絵手紙づくり」   原野 彰子さん 

１０月１３日（金）１０：００～１２：００ 

    「布ぞうりづくり１」 内村 京子さん 

  

★ センターチャレンジ教室 ★ 

9 月２5 日（月）１０：００～１２：００ 

  「ペン習字」（１回目） 野間 郁代さん 

１０月２３日（月）１０：００～１２：００                     
「ペン習字」（２回目） 野間 郁代さん           
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８月は「差別をなくす運動月間」です。 

 １９６５(昭和４０)年８月、「同和問題は人間の自由と平等に関する問題であり、日本国憲法に

よって保障された基本的人権に関わる問題である」、「早急な解決こそ国の責務であり、同時に国

民的課題である」とうたった同和対策審議会答申が出されました。これを機に、大分県では答申

が出された８月を『差別をなくす運動月間』と定めています。 

 

一人ひとりが同和問題（部落問題）を理解することが大切です。 
 

４ 全国水平社はなぜつくられたのでしょうか。またどのような運動を展開したのでしょうか。 
  

大正デモクラシーの時代、部落差別の解消は生活改善にこそあるという同情融和の運動が部落内外の人

から起こります。しかし、やがて、「差別の責任は一般社会の側にあり、変わるべきは社会にある」という

意識が生まれ、「同情」や「憐れみ」は差別意識を温存させ、部落差別をなくすことはできないという批判

の声が上がりました。と同時に、被差別部落の人々が自力で自主的な解放運動を展開すべきであるという

考えに押され、「全国水平社」が創立されていきます。「同情によってではなく、人間を尊敬することによ

って自らを解放せん」「人の世に熱あれ、人間に光あれ」という宣言文ができました。その後起きた一連の

運動が「水平社運動」です。 

 この運動は、はじめは、加差別者へのいわゆる「糾弾闘争」が主なものでしたが、その後、差別を残し

ている社会の状況を糾していく動きとなり、次には、長い差別の結果奪われた日常生活上の諸権利を取り

戻す運動へと進んでいきました。 

 こうして盛り上がりをみせた運動も、昭和 10(1935)年代半ばになり、戦時体制強化の波の中に埋没せ

ざるを得ませんでしたが戦後における部落解放運動はこの流れを受けて再出発することになるのでした。 
＊大正 11(1922)年 3月 3日に京都府で全国水平社が設立されましたが、 
その 22日後に別府的ヶ浜焼き打ち事件が起こりました。また、2年後の 
大正 13(1924)年 3月 30日に大分県水平社の結成大会が別府市の豊 
玉館で開かれました。 

 

 

 

 

 

 

 

部落解放共闘別府速見杵築地区会議主催行事 

「２０１７年度全体学習会」 
●と き  ２０１７年９月１６日（土） 

１０：００～１２：００ 受付９：３０～ 

(どなたでも入場可能です。受付にて氏名等の記入をお願い致します。) 

●ところ  日出町中央公民館ホール (大分県速見郡日出町３８９１－２) 

   ●内 容    映画「約束・名張毒ぶどう酒事件・死刑囚の生涯」 

 
 

入場無料 

平成２８年度 別府市 「人権作品」 入賞作品紹介 

 

佳 作 

東山中学校２年  

田中 愛梨さん 

佳 作 

別府中央小学校５年  

冨永 華鈴さん 

別府市人権問題啓発 

推進協議会長賞 

山の手小学校１年  

 宋 正司さん 

佳 作 

山の手小学校３年  

 井上 晄希さん 


